
日産
の業
丸や
G防
号災
‘ー・iま防
必衛
要包
な醤
u盤
ゐと
かZ

申
固
版
G
P
S
「
北
斗
」
が
運
用
開
始

昨
年
暮
れ
、
国
民
の
目
が
成
立
し
た
ば
か
り
の
安

倍
内
閣
に
向
い
て
い
る
時
、
中
国
政
府
が
あ
る
発
表

を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
独
自
開
発
し
た
中
国
版
全
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム

(
G
P
S
)
の
「
北
斗
」
が
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
で
運
用
を
始
め
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
中
国
は
、
米
国
の
G
P
S
に
依
存
し
な
い
独
自

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
一
九
九
三
年
か
ら
始
め
て
い
た

が
、
二
O
二
O
年
頃
に
は
地
球
全
体
を
カ
バ
ー
す
る

計
画
、
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
日
本
は
ど
、
?
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

ご
承
知
の
通
り
G
P
Sは
、
車
の
ナ
ピ
ゲ
l
夕、

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

な
ど
に
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
誰
し
も
、
知
ら
な

い
う
ち
に
一
台
や
二
台
は
毎
日
使
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

U
(国
際
電
気
通
信
連
合
)
の
周
波
数
割
当
会
議

(
W
R
C
釘
)
で
ガ
リ
レ
オ
用
の
電
波
の
割
り
当
て

を
世
界
各
国
に
求
め
た
。

E
U諸
国
が
一
丸
と
な
っ

て
各
国
の
説
得
運
動
を
し
た
が
、
ガ
リ
レ
オ
運
営
会

社
の
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
社
長
が
I
T
U本
部
近
く
に

作
戦
本
部
を
構
え
て
運
動
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
。

あ
る
日
、
日
本
代
表
で
あ
っ
た
私
も
呼
び
込
ま
れ

て
協
力
を
懇
願
さ
れ
た
。
こ
の
女
性
社
長
は
、
「
電

波
が
確
保
で
き
な
い
と
パ
リ
に
帰
れ
な
い
」
と
、
突

然
、
私
の
面
前
で
泣
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
よ
ほ
ど

E
U諸
国
か
ら
の
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
、
っ
。

ロ
シ
ア
も
、
旧
ソ
連
時
代
か
ら
「
G
L
O
N
A

S
S
」
と
呼
ば
れ
る
位
置
測
位
シ
ス
テ
ム
を
推
進

し
て
い
る
。
ま
た
イ
ン
ド
も
、
イ
ン
ド
地
域
航
法
衛る怠

ω
よも車

貝
d
辺
川実4

か力術技十
酔本回

以

G
P
Sは
、
米
軍
の
軍
事
施
設
で
あ
る
。
地
球
周

囲
軌
道
に
三
十
基
程
度
配
置
さ
れ
た
人
工
衛
星
が
発

信
す
る
電
波
を
利
用
し
、
受
信
機
の
緯
度
・
経
度
・

高
度
な
ど
を
数
今
以
か
ら
数
十
れ
の
誤
差
で
割
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
米
国
防
総
省
の
管
理
す
る
N
A

V
S
T
A
R衛
星

(
G
P
S用
衛
星
)
は
高
度
約
二

万
キ
ロ
れ
の
六
つ
の
軌
道
面
に
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
以
上
、

計
二
十
四
個
以
上
が
配
置
さ
れ
、
約
十
二
時
間
周
期

で
地
球
を
周
回
し
て
い
る
。
約
七
年
半
で
寿
命
を
迎

え
る
た
め
、
毎
年
の
よ
う
に
新
し
い
衛
星
を
打
ち
上

げ
て
お
り
、
常
時
三
十
個
前
後
の
衛
星
が
運
用
さ
れ

て
い
る
。

衛
星
の
発
信
す
る
電
波
に
含
ま
れ
る
デ
l
タ
に
は

暗
号
化
さ
れ
た
も
の
と
暗
号
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
二
種
類
が
あ
り
、
暗
号
化
さ
れ
た
デ
1
タ
は
米
軍

の
み
し
か
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
位
置

情
報
の
誤
差
は
数
匂
れ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
ミ
サ
イ

ル
な
ど
の
語
専
兵
器
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

暗
号
化
さ
れ
て
い
な
い
デ
l
タ
は
誰
で
も
が
受
信

で
き
る
が
、
故
意
に
精
度
が
落
と
さ
れ
て
い
る
た
め

誤
差
は
十

M
程
度
と
な
る
。
し
か
し
、
地
上
の
正
確

な
位
置
が
分
か
っ
て
い
る
地
点
の
デ
l
タ
と
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、
精
度
の
高
い
位
置
を
割
白
山
す
技

術
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
土
地
の
測
量
は
日

星
シ
ス
テ
ム

(
I
R
N
S
)
の
開
発
を
急
い
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
安
全
保
障
上
、
重
大
な
意
味
合
い
を
持

つ
測
位
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
が
、
日
本
は
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
前
に
ニ
干
億
円
は
高
く
は
な
い

日
本
で
は
、
政
府
の
宇
宙
開
発
戦
略
本
部
・
専
門

調
査
会
が
、
「
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
」
の
建
設
を

提
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
上
空
を
大
き
な
八
の
{
壬
乞
描
い
て
飛
ぶ
衛
星

で
あ
り
、
一
日
の
か
な
り
の
時
間
、
日
本
の
ほ
ぼ
天

頂
(
真
上
)
に
い
る
の
で
準
天
頂
衛
星
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
衛
星
か
ら
の
電
波
は
死
角
が
少
な
く
、
ま
た

新
型
で
精
度
も
高
い
。
衛
星
の
数
を
増
や
せ
ば
本
格

運
用
に
発
展
す
る
。
四
基
で
二
十
四
時
間
切
れ
目
の

な
い
利
用
が
可
能
に
な
り
、
七
基
に
す
れ
ば
、
米
国

の
G
P
S
に
頼
る
こ
と
な
く
東
ア
ジ
ア
か
ら
オ
セ
ア

ニ
ア
を
カ
バ
ー
で
き
る
独
自
の
測
位
シ
ス
テ
ム
が
出

来
上
が
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
千
七
百
億
円
(
四

基
)
か
ら
二
千
六
百
億
円
(
七
基
)
程
度
必
要
だ
そ

、つだ。現
在
、
一
昨
千
九
月
に
J
A
X
A
(宇
宙
航

空
研
究
開
発
楼
警
が
打
ち
上
げ
た
衛
星
「
み

ち
び
き
」
一
基
の
み
が
活
動
中
で
、
し
か
も
、

こ
の
衛
星
は
機
能
の
一
部
が
故
障
し
て
い
る
。

食
料
で
す
ら
六
O
%
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
至
つ

て
は
九
六
%
を
外
国
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
日
本
が
、
測
位
衛
星
だ
け
自
立
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
は
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い

本
で
も
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
G
P
S
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

た
測
量
と
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
は
六
分
儀
を
使
っ
た
星
の
観
測
で
自
身
の

位
置
を
割
り
出
し
て
拡
行
し
て
い
た
航
空
機
や
船
舶

も
、
現
代
で
は
当
然
、

G
P
S
に
頼
っ
て
航
行
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

G
P
Sが
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
た
っ
た
二
十
数
年
し
か
た
た
な
い
が
、
も
は

や
G
P
Sな
く
し
て
は
現
代
社
会
の
謹
付
が
困
難
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
米
軍
に
よ
る
G
P
S位
置
情
報

の
提
供
は
、
民
間
や
他
国
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
保

障
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
現
に
イ
ラ
ク
戦
争
の
時
、

米
国
防
総
省
は
精
度
を
百
計
程
度
ま
で
落
と
し
て
イ

ラ
ク
軍
を
混
乱
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
パ
ワ
ー
は
独
自
シ
ス
テ
ム
を
確
保

位
置
情
報
を
米
国
に
依
存
す
る
状
態
に
真
っ
先
に

危
機
感
客
覚
え
た
の
が
E
U
(欧
州
連
合
)
で
あ
っ

た。

E
U各
国
は
共
同
で
G
P
S同
様
の
位
置
測
位

シ
ス
テ
ム
「

G
a
l
i
l
e
o
」
(
ガ
リ
レ
オ
)

を
構
築
す
る
決
定
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
電

波
と
大
き
な
予
算
の
確
保
が
必
要
で
あ
っ
た
。

E
U諸
国
は
、
一
九
九
七
年
に
開
催
さ
れ
た
I
T

る
と
い
、
っ
土
恵
見
も
あ
る
。

し
か
し
、
測
位
シ
ス
テ
ム
の
用
途
は
き
わ
め
て
広

い
。
津
波
や
地
殻
変
動
の
精
密
測
定
か
ら
災
害
時
の

宏
台
確
認
、
避
難
語
専
、
無
人
車
両
の
運
転
も
セ
ン

チ
単
位
で
制
御
で
き
る
。
中
国
版
G
P
S
「
北
斗
」

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
運
用
が
開
始
さ
れ
れ
ば
、

近
隣
地
域
で
の
衛
星
測
位
利
用
が
中
国
仕
様
に
席
巻

さ
れ
、
産
業
競
争
で
も
不
利
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か

だ。
自
前
の
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
完
備
は
、
日
本

の
安
全
保
障
上
、
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
原

子
力
空
母
は
建
設
費
だ
け
で
数
千
億
円
、
次
期
戦
闘

機
は
一
機
約
百
億
円
で
あ
る
。

政
策
的
な
判
断
で
負
う
コ
ス
ト
、
例
え
ば
原
発
停

止
で
関
西
電
力
が
被
っ
た
一
年
間
の
損
失
は
約
七
千

二
百
億
円
、
九
州
電
力
は
約
五
千
三
百
億
円
、
ト
ヨ

タ
の
北
米
で
起
き
た
ブ
レ
ー
キ
問
題
の
円
満
な
解
決

の
た
め
の
和
解
金
が
九
百
四
十
億
円
で
あ
る
。

産
業
や
防
災
・
防
衛
の
基
盤
で
あ
る
位
置
情
報
の

提
供
が
二
千
億
円
余
り
で
保
障
さ
れ
る
な
ら
ば
、
高

い
投
資
で
は
な
か
ろ
う
。
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